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射 撃期腎症の指標 と しての尿中 トランスフェ

リン測定の意義

- 5年間の追跡調査の結果から-
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【目的】尿中 トランスフェリソ測定の意義について,

5年以上の追跡調査の結果から検討 した.E対象と方法】

夜間尿の尿中 トランスフェリソ排勝率 (TER①)と尿

中アルブミン排醒率 くAE民 度))を測定し,AER(お が

20pg/分未満の糖尿病患者51例を対象とし 5-7年後

に夜間尿の尿中アルブミン排醒率 (AER②)を再測定

した.【結果】(1)AER ② が 20鵬/分以上となった

群では未満となった群にくらべ,TER① は有意に高

値であった.(2)TER ①≧0.33tlg/分の群において,

AER②≧20i帽/分への進行が有意に多くみられ TER

は腎症進行のスクリ-ニソダ検査として有用である.(3)

TER① と AER① は r-0 .717と高い相関関係があっ

た.今回の結果では,TER①<0.33pg/分と,AE民①

<10f3g/分はほぼ同義と思われ,TEE① のみ高値で

あった腎症の進行例の数は2例と必ず しも多くはなかっ

た.E結論】尿中 トランスフェリン排挺率は早期腎症の

指標として有用ではあるが,尿中アルブミソ緋鯉率にく

らべ,より鋭敏な指標とは言い難いと考えられた.
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【目的】血中 ′rhl一(1111homodulillLTM)は｢知立細胞障

害の指標である.今回は5年間の経過観察から糖尿病で

の意義を検討する.

【対象と方法】88年町-90年奉に血中 ･尿中 TM を

測定 し 5年以上経過観察 しえた70歳未満の糖尿病患者

65名について合併症の進展を調査 した.

【結果】(1)血中 TM (STM)が正常上限値 25.9U/

mlを超えてし-､た例は65例中31例であった.し21sTh･･1高

儀群31例と sTM 正常群34例での合併症有病率は網膜

症l種-17例,1いす14例であった.腎症 (夜間尿で評価)

は sTM 高値群では当初9例 (Macro2例)で5年後

は7例でありMacro2例は透析に移行 していた.STM

正常群では当初は4倒 し全例 M_icI･0ト･6倒 しMzICll0 1

例)であった.(3)TM クリアラソス (CrM)は sTM

高値群で正常群より低下 (P〈O.05)を認めたが,腎症
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例を除 くと有意差はなかった.また,同一の TM クリ

アラy弟では腎症合併例で血中 TM 高値であった.刷

冠動脈疾患の有病率はsTM 高値群では 11･24凧 sTM

正常群では5/31例であった.

E結論ヨ(冒sTM 上昇は腎症によるクリアラソス低

下のみでは説明できない.(2)sTM 高値例では冠血管

障害指標となりうる.

ll)肥満治療 におけるダンベル体操の効果の検

討

高橋 博率 欄 関 節朗 ∈雷撃警遺託 療)

(目的〉ダンベル体操が肥満治療に及ぼす効果につい

て検討 した書

く対象)体脂肪率27%以上の肥満者 (糖尿病愚老を含

む単純性肥満)の女性のみ8名

(方法)ダンベル体操の基本プログラムを3か月以上

実施 し,その前後で体重 ･体脂肪率 W/H 比を測定 し,

その変化を検討 した.尚,食事療法や他の運動療法を変

えないように指示した.

ダンベル体操は,等張性収縮運動すなわちアイソト-

ニッタ･トレーニングで,筋力をアップする方法で,個を

の力に食わせ,軽い加重で,10-15回位の回数で行ない

凝持久力を高め筋肉をつくり基礎代謝を高める効果があ

ると言われている,

(結果)ダンベル体操開始後, 3か月以上における体

重 ･体脂肪率 ｡腹囲の変化では,8例全てデ…タ-が改

善 したわけではなかった.そこで日常の食事慶と運動量

を調査 し,どのような傾向があるかを検討 した.

- 食事塵と運動塵の分額憲-


